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第８７号（２面）２０１２年６月１４日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************





交流コーナー





多摩川九条の会


　二〇一二年七月二九日（日）十三時半～十六時、テーマ＝「憲法はいまどこまで話されているか･･衆院憲法審査会(五月三一日)を傍聴して」、於・多摩川児童館(京王多摩川駅北高架下徒歩五分)、資料代二〇〇円 ▼連絡先 ４８６-３５１２古川


 ◆ 市内の九条の会の


  情報をお寄せ下さい





　◆･･この映画を作って下さった湯本先生に敬意を表します。郡山の教組、双葉郡の先生方よくがんばっていらっしゃる。これからも体を大切にがんばって下さいとお伝え下さい。被爆（ヒロシマ）者の家族として、今後の福島の子どもたちに、四年後十年後と病気がでないようにと心配です。原発はゼロに。（下石原　田邉浩子）


　◆･･福島の情況が見えてこない、聞こえてこないので、もっともっと知りたいと思いました。知らないこと知らされてないことがたくさんあるのだろうと感じました。（富士見町　掘北理枝子）


　◆･･学校の再開の実情に愕然としました。何が何でも事故も被害も危険もなかったことにしてしまおうというこの国の力を感じます。忘れない、ことが私たちにできること、することの一つだと思いました。（若葉町　むらき数子）


　◆･･マスコミが伝えない学校現場の教員の声を聞くことができた。しかし子どもたちが戻ってこないのは当然だと思う。放射線量の多い福島に子どもたちを戻すべきではない。将来へのリスクが高すぎる。（三鷹市　石黒紀子）


　◆･･現地の生の声、現状を知ることができて、とても感動している。東電・国への怒りがいや増した。先生たちの苦悩、ご苦労が、元教員として身にしみて痛みを覚える。もっと寄り添った支援をしなくてはいけないと心から感じている。（下石原　鵜澤希伊子）


　◆･･湯本さんのお仕事に感銘を受けます。福島の子どもをめぐるひどい状況。以前観た時も二回目の今日も涙が出ました。教員が、県の人口流出を防ぎたい奇策に巻き込まれるのは仕方がないことなのでしょうか？双葉郡や北西地域での学校再開などあってはなりません。中途半端な形でズルズルいけば、被害者は子どもたちです。集団移転等安全に暮らすことを保障する政策を教員集団として求めるべきでは？話は飛びますが、福島のコメを、「大人だし、せっかく作ったモノだし、食べてあげる」ことが決して支援にならず、中途半端なズルズルを助長することかもしれません。（調布ヶ丘　鈴木ヒデヨ）





 ＊寄せられたご感想のすべてを掲載できないことをお詫びします。　（編集部）





　●日時：９月２２日(土)　14時～20時


　●場所：あくろすホール ＜資料代･食事代あり＞








　調布「憲法ひろば」として「ハートふえーるコミネット」（みんなのまつりinたづくり）二回目の参加となった今年は、３つの「共催企画」にとりくみました。


◇展示（右下写真）


　『放射能被曝から子どもを守る』六月八日～十日　南ギャラリー　放射能から子どもの未来を守る調布の会　子どもたちを外部被曝・内部被曝からどう守るか、解りやすい説明と具体的で詳細なデータの充実した展示でした。調布市も採用した文科省の新副読本の問題点も指摘され、熱心に質問したり、データを写していく人もありました。


◇寸劇（右上写真）


　『これからも考えなくちゃ！この不安いつまで続くの？』六月八日　南ギャラリー　グループ　アステル　広がる放射能汚染の中で、子どもに何を食べさせたらいいのか、母親たちの悩みと不安をある主婦の一日で表現し、共感をよびました。


◇アニメとお話


　『みんながＨａｐｐｙになる方法』六月九日　映像シアター　高部優子さん（映像ディレクター、写真）三つの短篇アニメでみんなが納得する問題解決法を提示。非暴力思想を徹底させる包括的平和教育の教材として制作したという高部さんの熱い思いが語られました。


　九月のロングラン例会は今回の共催企画者のみなさんをお招きして行う予定です。





　●日時：８月２９日(水)～９月２日(日)


　●場所：たづくり２階北ギャラリー








◆お話：笠原十九司さん　歴史学者。都留文科大学


名誉教授 。専門は中国近現代史。岩波新書「南京事件」の著者


　●日時：７月２２日(日)13時半～


　●場所：あくろすホール　 ＜資料代300円＞





二〇一二年六月十日


　　　 　第七三回例会
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